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中学生における基本動詞makeの文法的・語彙的 
コロケーションについて
福　冨　かおる
はじめに
本論文は、中学生の英語学習者の基本動詞makeの使い方に関して、コロケー
ションの視点から問題点を指摘し、基本動詞のコロケーション学習の必要性を唱え
るものである。調査対象とするのは、投野由紀夫を中心とした研究グーループに
よって作成された１万人の中高生の英作文のコーパスであるJapanese EFL Learner 
Corpus （以下JEFLLコーパス）の中学生の英作文である。このJEFLLコーパスの
中学生英作文にみられる基本動詞makeの使い方の問題点を浮き彫りにする。
また、中学校英語検定教科書（以下、英語検定教科書）における基本動詞make
の取り扱いと中学生による使用傾向とにどのような関連性があるかを調べるため
に、採択度の高い検定教科書New Horizon: English Course 1, Course 2, Course 3 
（東京書籍）とSunshine: English Course 1, Course 2, Course 3（開隆堂）の２種類
の英語検定教科書を調査分析する。さらに、どのような学習が今後必要とされる
かをコロケーションの視点から検討していく。
本論では、コロケーションは次のように定義する。「コロケーションとは、語
と語の間における、語彙、意味、文法等に関する習慣的な共起関係を言う。」（堀 
2009：7）また、コロケーションには次の３つの面があることを前提としている。
１つ目は語と語との相性の問題である語彙的コロケーション、２つ目は語とある
特定の文法関係の問題である文法的コロケーション、３つ目は語とある特定の意
味領域との相性の問題である意味的コロケーションである。本論では、とくに語
彙的コロケーションと文法的コロケーションの面から日本人中学生の基本動詞
makeのコロケーションを論じている。
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第１節で基本動詞makeの使用やコロケーションに関するこれまでの研究を参
考にして、本論で扱う問題点を明らかにする。第２節では、JEFLLコーパスに
見られる基本動詞makeの使用傾向とその問題点を指摘する。そして、第３節で
は英語検定教科書における基本動詞makeの語義とmakeのコロケーションにつ
いて検討する。第４節では第２節と第３節の議論を踏まえて、基本動詞のコロ
ケーション学習の必要性を主張する。第５節はまとめである。
１．基本動詞makeの使用における問題点
　望月（2007）は、日本人大学生の英作文と英語を母語とする大学生の英作文を
比較して、日本人の場合はmade it easierやmade people thinkのような使役
動詞makeの使用頻度が低いことを指摘している。同様な視点から、本論は日本
人中学生の英作文に見られる基本動詞make（以下、動詞make）の使用に焦点
をあてた論考である。
　動詞makeの使用頻度に関しては、Biber et al. (1999: 375)には母語話者の
コーパスによる高頻度の基本動詞のデータがある。次の表はBiber et al. (1999: 
375)に棒グラフで示されたものを表形式で表したものである。
表１　Biber et al (1999: 375)の４つのレジスターによる高頻度の基本動詞
順位 会話 フィクション ニュース 論文
1 get say say make
2 go go make see
3 say know go give
4 know see take take
5 think think get say
6 see come give know
7 come get see go
8 want make come get
9 mean take know think
10 take want want come
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11 make give think want
12 give mean mean mean
表１の基本動詞の順位はレンマ化された頻度数で比較されている。つまり、会
話で第１位のgetは実際のコーパスに現れる単語get, gets, getting, got, gotten
全てを含んでいる。表１によると動詞makeの頻度は、会話では11位、フィク
ションで８位、ニュース関係で２位、アカデミックな散文では１位となり、高頻
度で使用されていることがわかる。
　同じようにAltenberg & Granger (2001)はコーパスから得られた高頻度の動
詞として次の15個の動詞を挙げている。
　
have, do, know, think, get, go, say, see, come, make, take, look, 
give, ﬁnd, use
　
このリストにおいても10番目に動詞makeが挙げられている。以上のことを踏
まえて、日本人の中学生の英語学習者では動詞makeの使用頻度がどういう傾向
にあるかを第２節で探っていく。
また、Altenberg & Granger (2001)は、英語母語話者とフランス人、スウェーデ
ン人英語学習者の動詞makeの文法的と語彙的パターンの使い方の比較を行った。
その際、動詞makeの意味のパターンを次の８つに分類し、統計的な有意性が見ら
れる⑵Delexical、⑶Causativeの２つの用法に絞って詳細な分析を行っている。
⑴　Produce　　　⑵　Delexical　　　⑶　Causative　　　⑷　Money
⑸　Link uses　　 ⑹　Make it　　 　 ⑺　Phrasal　　　　⑻　Other
Altenberg & Granger (2001)に よ る と、make a distinction/a decision/a 
reformのような動詞makeのDelexicalな用法においては、母語話者に比べフラ
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ンス人、スウェーデン人英語学習者は過小使用の傾向が見られる。一方、make 
(sb) belive (sth), make (sth) possibleのCausativeな用法ではスウェーデン人
の英語学習者には過大使用が見られるが、フランス人の英語学習者の場合は過小
使用が見られると分析している。スウェーデン人の学習者の過大使用はスウェー
デン語の同様の構文による母語干渉が一因であると結論づけている。
　それでは日本人の中学生の英語学習者の場合はどうであろうか。
２．JEFLLコーパスにおける中学生による基本動詞makeの使用 
本節では動詞makeの使用頻度や使用傾向を見るために、JEFLLコーパスの
中学生の英語学習者の英作文を探っていく。
２．１　基本動詞makeの使用頻度
表２は、JEFLL Corpusの｢各学年における高頻度使用動詞｣（投野, 2007）
リストのトップ20までをまとめたもので、リスト上の動詞は全てレンマ化された
ものである。
表２　各学年における高頻度使用動詞
順位 中１ 中２ 中３ 高１ 高２ 高３ 母語話者
1 be be be be be be be
2 have have have have have have have
3 like like eat make eat eat do
4 do want like eat think go say
5 eat go think think take want get
6 buy dream go want like make make
7 go eat want like want think go
8 bring buy bring go go get see
9 want bring see take make like know
10 play think get come buy do take
11 sing get say do do bring think
12 use do do buy get take come
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13 love say play bring come buy give
14 save make take enjoy use give look
15 come see come play become see use
16 drink play make get see enjoy ﬁnd
17 say come buy say say come want
18 need use become see live become tell
19 get sing live become play live put
20 make become know use feel feel mean
投野 (2007: 76-77) を一部抜粋し、太字体は筆者による
　母語話者による動詞makeの使用頻度は高順位の６位を示しており、高校生に
よる使用頻度も１年生３位、２年生９位、３年生６位、と高頻度で使用されてい
る。一方、中学生の学習者における動詞makeの使用は、母語話者や高校生の学
習者に比べ、少ない傾向が見られる。中学１年生で20位、２年生14位、３年生16
位である。中学生による動詞makeの使用が少ない傾向を示している理由を考察
するために、中学生による動詞makeの使用傾向を詳しく見ていき、動詞make
の文法的、語彙的パターンを探っていく必要がある。
２．２　基本動詞makeの使用傾向
表３は、中学生による動詞makeの使用例を文法的な視点からまとめたもので
ある。この表における動詞makeの頻度はレンマ化されている。
表３　中学生による基本動詞makeの使用例数（レンマ化済み）
make＋目的語 使役的用法 make＋目的語なし 合　計
中学１年 64 4 6 74
中学２年 412 35 39 486
中学３年 257 75 10 342
合　　計 733 114 55 902
中学生による動詞makeの使用傾向は、｢make＋名詞｣の使用例が733例と最も
多く、全用例の81.3％近くを占めている。次が｢make＋目的語＋補語（形容詞/分
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詞/ 名詞/ 動詞）｣の使役的用例（114例）であり、｢make＋名詞｣の用法のおよそ
1/6の数で、全体の12.6％となっている。残りが誤用と判断される目的語を伴わない
使用例で55例見られ、この数は全体の6.1%にあたる。
誤用例となる｢make＋目的語なし」のうち39例は中学２年生によるもので、
これは２年生の動詞makeの使用例全体の約８%を占めている。｢make＋目的語
なし」の誤用例全体をさらに詳しく見ると、動詞makeが副詞、前置詞、動詞、
形容詞、接続詞などを直後に伴っている。それらの中で最も多い誤用が「make
＋副詞」（23例）で、次が「make＋なし」(10例)、「make＋前置詞」（９例）の
順である。以下は、誤用例 を分類したものと誤用例の一部（誤字は原文のまま）
である。 
[1]　「make＋副詞」（23例）
　　　…but we can't make very well beacause we are so busy.
　　　We make very hard, so we made good ...
　　　Sometimes I made late for breakfast so I ... .
　　　They make very easy.
　　　It make easy and delicious.
　　　It made soon.
　　　I want to made again !!
　　　I can't make like mather.
　　　So I want to make more than.
　　　But last day people made up.
 
[2]　「make＋なし 」（10例）
　　　For example, how to make, how much does it cost, and so on.
　　　It was too diﬃcult and dangerous for us to make.
　　　We were so happy when we ﬁnished making.
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　　　... , ours could made, because our... .
　　　The other was we made.
[3]　「make＋前置詞」（９例）
　　　Our class made about “Revolution”.
　　　Then he make to [JP:タイムマシン].
　　　They look like it make with computer.
　　　He fast [JP:charenji] was made of [JP:stajio].
　　　It lunch is making to my mother.
[4]　「make＋動詞」（５例）
　　　... , to make is [JP:mendou_kusai].
　　　So, he maked [JP:kaita] many books.
　　　... we had to make a get of textbook...
　　　Every class made to showed a lot ... .
　　　But it makes is [JP:面倒].
[5]　「make＋形容詞」（３例）
　　　... the Tamatebako make young him.
　　　... and [JP:tanonda]made young.
　　　... is good for the health and makes happy.
[6]　「make＋接続詞」（３例）
Of that reazon, it's easy to make and eat and also, it's good for health.
　　　I made and eat some sand wiches with ...
　　　... what we call [JP:アンモニア噴水], made and ate [JP:トエイクラ].
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[7]　「make＋不明」（２例）
　　　these's nothing to make oursher and only... .
　　　, became young, make “Be able to become... .
上記の誤用例は、動詞makeが目的語となる名詞を伴う動詞であることが中学
生に十分に理解されていないことを示している。その中で[5]「make＋形容詞」
（３例）は、動詞makeの使役的用法を意図した文であろうと推測されるが、目
的語を欠いているため使役的用法も十分に理解されているとは言えない。
　中学生の英作文に使用されている動詞makeは、「make＋目的語」の使用傾
向が高いことが明らかとなったが、目的語としてどのような名詞が使用されてい
るのだろうか。
２．３　基本動詞makeの使用例
｢make＋目的語｣の用法は、動詞makeの用法の中で中学生が最も多く使用し
ている用法である。以下は、動詞makeの目的語として用いられている名詞の一
部例である。
例：bread, breakfast, cake, cocoa, dinner, display boards, ﬁre, food, friends, 
lunch, mistake, money, movies, [JP:お弁当], pizza, plan, sandwiches, 
ship, something, story, tea, time machine 
ここに挙げた名詞は、与えられたテーマの下に動詞makeの目的語として使用さ
れている名詞である。これらの名詞は「make＋目的語」の組み合わせにおい
て、文法的にも語彙的にも問題のない使用例である。しかしながら、同様に動詞
makeの目的語として使用されながらも上記のグループに分類されない名詞が見
られる。それらを２分類したものが以下の名詞群である。
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　⑴　「make＋目的語（名詞）」
make apple, make children, make house, make man, make rice, 
make son, make [JP: 野菜, 穀物, 通帳, 和食など], 
⑵　「make＋目的語（名詞）」
make band, make calorie, make care, make chance, make cooking, 
make dream, make exhibition, make friendship, make idea, make 
miss, make picture, make play, make power, make questions, make 
school festival
⑴の動詞makeは、「make＝（ものを）作る・製造する」という意味で、 
⑵の動詞makeは「make＝（状態を）得る・作る」という意味で使用されたも
のだと推測される。いずれも「make＋目的語（名詞）」の組み合わせとなって
おり、文法的には間違いであるとは言えない。しかし、これらの名詞は文法的な
点からは問題は見られないが、語彙的には動詞makeとの組み合わせには問題が
ある名詞の例である。つまり動詞makeと目的語としてのこれらの名詞との組み
合わせには語彙的な点で問題が存在し、不自然な表現となる。この問題について
は、2.4で詳しく述べることにする。
　次の例はやはり「make＋目的語（名詞）」の組み合わせでありながらも、意
味的に不自然な表現である。
例：…made young man, make old man, make grandfather
これら３つの誤用例は、「（ある人が他の人を）...の状態にする（した）」とい
う使役的用法を意図したのであれば、「make＋人＋形容詞」、あるいは「make
＋人＋名詞」のいずれかのパターンをとり、make the man young /old /a 
grandfatherとすべきであろう。あるいは、「…になる」の意味で使用したので
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あればmakeではなくbecomeを用い、become a young man /an old man /a 
grandfatherとするのが妥当であろう。
｢make＋目的語｣に次ぎ、２番目に使用例が多い使役的用法は２、３年生の学
習者に多く使用されている。３年生による使用例の数は、２年生の使用例の数の
およそ２倍の75例である。一方、１年生による使用例は４例である。これは動詞
makeの使役的用法は、一般的には中学２、３年生の学習内容であり、１年生の
英語検定教科書では扱われていないため１年生による使用例傾向が低いのは当然
である。この４例は、習っていなくとも学習者は使っていることを示している。
動詞makeの使役的用法で用いられる補語として、形容詞を共起させている使用
例が88例見られ、使役的用法全体の77.2%にあたる。次に共起語として多く使用
されているのが動詞で、16例(14％ )となっている。補語として使用されている
形容詞、動詞、名詞の一部は以下の通りである。
形容詞： boring, cool, exciting, fat, feel, fine, friendly, full, fun, 
funny, happy, heavy, hungry, [JP:kenko], moved, new, 
old, relaxed, sad, sleepy, slim, strong, surprised, tall, 
uncomfortable, warm, younger
動詞： cry, eat, enjoy, go out, jump, [JP:kenkyusuru], lose, [JP:
sagasu], see, [JP:tenji]], travel 
名詞： good body, old man, old woman, young man, wife 
中学生による動詞makeの使役的用法では、「make＋目的語＋動詞／名詞」
の使用よりも補語に形容詞を用いるのが多いことを示している。
２．４　「基本動詞make＋名詞」のコロケーションにおける問題
2.3では、動詞makeの目的語としてどのような名詞でも組み合わせられる訳
ではないことに触れた。本節では、「make＋名詞」の語彙的なコロケーション
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に関する問題とその原因について考察していく。
例えば、apple, rice, 野菜、穀物などの「作物を作る」意味では、動詞make
ではなく動詞growと組み合わせたgrow applesやgrow rice, grow野菜、
grow穀物の方が自然で慣用的な表現（コロケーション）である。「家を作る・建
てる」はbuild a house、「ご飯を作る」意味ではcook riceである。「料理を作る・
する」もmake cookingは不自然なコロケーションであり、enjoy cookingや
do cookingが語彙的には自然なコロケーションである。「思い出を作る」という
意味でもmake memoriesではなく、have memoriesの方が一般的である。中
学生の動詞makeの使用例には、このように「make＋名詞」の組み合わせで文
法的には正しくとも、語彙的には不自然な「make＋名詞」の使用例が見られる。
このように英語における動詞makeは「作る」という中核的意味を持ちながら
も、どのような名詞とでも共起するわけではない。では、中学生の母語である日
本語の「つくる」についてはどうであろうか。
日本語の「つくる｣も多義性を備えている。｢料理・和食をつくる｣、｢米・り
んご・野菜をつくる｣、｢通帳をつくる｣、｢思い出をつくる｣、「子どもをつくる」
など、多くの派生的意味をもつ。日本語の多義語は、共起する名詞を手がかり
にして派生的意味を判断できる。広辞苑（第６版）による｢つくる｣の解説には、
次のように｢つくる｣の多様な意味が示されている。
⑴　新しいものを生み出す
①こしらえる、くみたてる　②耕作する、栽培する　③かもす、醸造する　④
ある形にととのえる、かたちづくる　⑤ある結果を生じさせる　⑥子を生む、出
産する　 ⑦設立する、創造する　⑧料理する　⑨治める、経営する　⑩育てる、
養成する　⑪囲碁で、うち終った後に盤面を整理して双方の地を数え、勝敗を明
らかにする
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⑵　無いものをあるようにする
①その様に似せてこしらえる　②いつわってその風をする　③無いことを有るよ
うに述べる　④仮作する、しつらえる、整えかざる　⑤化粧する、おつくりをする
⑶　鬨の声をあげる、報ずる
日本語の「つくる」と同様に、動詞makeは多義性を持ち、共起する名詞によ
り中核的な意味から派生的な意味へと展開する。しかしその一方で、日本語の
ようにどのような名詞とでも共起するわけではなく、派生的な意味を表す上で
それぞれ相性の良い特定の名詞を持っている。「演説をする」であればmake a 
speech、「間違いをする」はmake mistakesとなるが、「質問をする」はask a 
question、｢宿題をする｣はdo homework、「サッカーをする」はplay soccer
である。日本語の「～をする」を英語では「make＋名詞」で表現できる場合と
できない場合があるが、それは共起する名詞で決まる。動詞makeは目的語を
必要とし、「make＋名詞」のパターンをとるという文法的な知識だけではなく、
どのような名詞と共起可能であるかという語彙的な知識が必要となる。JEFLL 
コーパスの中学生による英作文に見られる「make＋名詞」の使用例に、不自然
と判断される名詞との組み合わせが見られる。その原因の１つに、母語である日
本語の転移の影響が考えられる。基本動詞の誤用に母語の転移の影響が見られる
ことは、動詞takeの誤用の研究(Murao 2004)で報告されている。母語の転移の
影響も動詞の語彙的な共起関係の知識に深い関わりを持つ。
投野(2007: 27)は、中学生の学習者の段階でのlexical collocationの発達は、
モデル作文の単語や構文を模倣的に用い、そこから徐々に創造的な言語使用をす
るようになると指摘している。Koya(2005)は、日本人の学習者は受容コロケー
ションの知識を高めると、発信コロケーションの知識も高まると報告している。
そのような発達傾向にある学習者が英語学習においてモデルとするような文法
的、語彙的コロケーションの知識を受容するのは英語検定教科書からである。
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３．中学校英語検定教科書における基本動詞makeの扱い
本節では、英語検定教科書で動詞makeのコロケーションがどのように扱われ
ているのかを検討したい。
英語検定教科書における動詞makeの用例、およびmakeの語義の解説、など
を詳しく見ていき、扱われている動詞makeのコロケーションの数やその種類を
検討する。本論文では、英語検定教科書における動詞makeのコロケーションの
用例を以下の２つの視点から考察する。
①　「make＋名詞｣の語彙的なコロケーション
　　例：make friends/ make a mistake/ make a speech/ make tea など
②　「make＋目的語+形容詞／動詞／名詞｣の使役的用法の文法的なコロケーション 
例：make me happy / make it possible/ make me realize that...など
英語検定教科書における動詞makeの扱い方を調べるために、採択度の高
い検定教科書New Horizon: English Course 1, 2, 3 （東京書籍）とSunshine: 
English Course 1, 2, 3（開隆堂）の２種類の検定教科書を調査の基本資料とする。
この２種類の教科書は、『内外教育』(時事通信社、1987, 2005)と『教科書レポー
ト』(出版労連、1987)に公表された資料から採択数の多さを考慮して選定した。
New Horizon、およびSunshineの両教科書共に、中学校英語教科書採択におい
て1981年から2006年に至るまで採択順位１・２を占めている。この２種類の英語
検定教科書については、それぞれ1989年告示（1993年度施行）の学習指導要領
に基づく英語検定教科書1996年度版（６冊）と1998年告示（2006年度施行）の
学習指導要領に基づく英語検定教科書2006年度版（６冊）を使用する。表４は調
査した教科書名とその採択率の割合をまとめたものである。
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表４　New Horizon、Sunshineの採択率
採択年度 New Horizon  Sunshine 2教科書の採択率合計
1981年度 40.3％ 37.3％ 77.6％
1984年度 44.5％ 30.8％ 75.3％
1987年度 40.6％ 29.0％ 69.6％
1990年度 42.1％ 27.8％ 69.9％
1993年度 39.7％ 25.6％ 65.3％
1997年度 38.6％ 24.7％ 63.3％
2002年度 41.3％ 22.7％ 64.0％
2005年度 40.8% 22.4% 63.2%
2006年度 42.5% 21.0% 63.5%
３．１　基本動詞makeの使用例
表５、表６は、1996年（平成８年）度版、2006年（平成18年）度版の英語検
定教科書New HorizonとSunshineの本文中に見られる動詞makeの語義的な用
例・用法を調べ、それらを分類したものである。
表５　New Horizonにおける基本動詞makeの用例・用法による分類
英語検定教科書
New Horizon
合計
１年生 ２年生 ３年生
教科書検定年度 1996 2006 1996 2006 1996 2006 1996 2006
makeの用法 / 用例総数 5 0 8 11 21 15 34 26
①～を作る 5 0 1 3 10 10 16 13
②～を得る、作る 0 0 3 3 1 1 4 4
③～をする 0 0 2 3 2  1 4 4
④～を整える、用意する 0 0 0 2 0  0 0 2
⑤（人・物）を～にする 0 0 2 0 8 3 10 3
― 109 ―中学生における基本動詞makeの文法的・語彙的コロケーションについて
（15）
（267）
表６　Sunshineにおける基本動詞makeの用例・用法による分類
英語検定教科書
Sunshine 
合計
１年生 ２年生 ３年生
教科書検定年度 1996 2006 1996 2006 1996 2006 1996 2006
makeの用法 / 用例総数 5 7 3 4 15 27 23 38
① ～を作る 5 7 1 2 6 10 12 19
②～を得る、作る 0 0 2 1 1 1 3 2
③～をする 0 0 0 1 4 6 4 7
④～を整える、用意する 0 0 0 0 0 0 0 0
⑤（人・物）を～にする 0 0 0 0 4 10 4 10
英語検定教科書に見られる動詞makeに関して、以下のような傾向が見られる。
⑴　New Horizon、Sunshine共に、３年生の英語検定教科書において動詞make
の用例や用法が最も多く提示されている。
⑵　英語検定教科書に見られる動詞makeは「make＋名詞」で「～を作る」の
用例・用法が最も多く、次に多いのが「make＋目的語＋形容詞／名詞」の
「（人・物）を～にする」の使役的用法である。
⑶　「make＋名詞」で「～をする」を意味する語彙的コロケーションは、年度
別に比較すると、New Horizonの用例数に変化は見られないが、Sunshineで
は増加傾向にある。
⑷　New Horizon、Sunshine共に、「～を整える、用意する」を意味する用例・
用法が少ない。
英語検定教科書における動詞makeの用法は、｢make＋名詞｣の組み合わせが
最も多い。表７はその組み合わせの名詞をまとめたものである。
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表７　「make＋名詞」の組み合わせで使用されている名詞
英語検定教科書 New Horizon Sunshine
①　～を作る　　
family rules, moai, rocket, 
system, telephone, time 
machine,
cake, car, electricity, 
ribbon, sentence,  sushi
②　～を得る、作る friends, friends, pairs, record, sound,
③　～をする debut, eye contact, wish contr ibution, mind, mistake, report, speech,
④　～を整える、用意する bed
英語検定教科書における「make＋名詞」の語彙的コロケーションの種類には
傾向が見られず、数も限られている。また、同じ名詞とのコロケーションの繰返
しは少なく、１～２度のみの使用がほとんどである。その中で、make speech 
(es) は４回、make friends, make wish (es) , make the bedのコロケーションは、
それぞれ３回繰り返し使用されている。
３．２　基本動詞makeの語義の解説
次に、英語検定教科書における動詞makeの語義の解説について考察する。
表８、表９は、各英語検定教科書（1996年度版・2006年度版）の巻末にまと
められている動詞makeの語義に関する解説の内容である。New Horizonでは
「語彙に関する解説」（1996）と「Word List」（2006)に見られる動詞makeに関
する解説の内容、Sunshineでは「Words and Phrases」(1996)と「単語と熟語」
(2006)に見られる動詞makeに関する解説を示している。学年ごとの①、②、③
の番号は、各学年で習得すべき動詞makeの語義の重要順位を示している。
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表８　1996年（平成８年）度版中学校英語検定教科書：動詞makeに関する解説
教科書 New Horizon Sunshine
１年 ①　～を作る  ① ～になる、つくる
２年
①　～と親しくなるmake friends with
②　願いごとをするmake a wish
③　どうぞ楽にしてください
Make yourself at home.
④　～を…にする
made... make （作る）の過去形
(過去分詞も同形)
3年
① ～を…にする
They'll make you strong.
② …をする
③ …で～をつくる  make～of...
① ～にする make a fool of ～
各教科書の巻末にあるまとめ：New Horizon：語彙に関する解説, Sunshine：
Words and Phrases 
表９　2006年（平成18年）度版中学校英語検定教科書：動詞makeに関する解説
教科書 New Horizon Sunshine
１年 記載なし ①　作る
２年
①　…を作る
②　…を得る、作る
make friends 友達を作る
③　…をする
 make a wish 願い事をする
④　…を整える、用意する
①　作る
３年
①　…を作る　           
②　（人・物）を…にする    
③ …をする   wish    
④ …を得る、つくる 
make friends 友達を作る 
⑤ …を整える、用意する、
① 作る　           
② ～を…にする
③ まちがえる make a mistake 
各教科書の巻末にあるまとめ：New Horizon：Word List, Sunshine：単語と熟語
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New HorizonとSunshineの英語検定教科書（巻末）における動詞makeに関
する解説について考察したものが以下である。
⑴　いずれの英語検定教科書においても、動詞makeが多義性を持っていること、
つまり中核的意味や派生的意味を持つということは理解しにくい。動詞make
の単独の意味に相当する日本語の対応語に関する解説が主となっているため、
それぞれの意味に共通する関連性や結びつく名詞との関係で意味が広がること
に関する具体的な注釈が必要とされる。
⑵　1996年（平成８年）度版の英語検定教科書では、New Horizon は３年間
で動詞makeの７種類の用法５種類の用例が提示されているが、Sunshineでは
「～になる、つくる｣と｢～にする：make a fool of ～」の２種類のみの限定さ
れた用法・用例や解説が示されている。
⑶　2006年（平成18年）度版の英語検定教科書になると、New Horizonは動詞
makeの用法が５種類に、用例は３種類へと減っており、前回の検定教科書の
解説より動詞makeの用法が狭くなっている。「Make yourself at home.（ど
うぞ楽にしてください）」と「make ～of …（…で～をつくる）」の２つの用
法は削除されている。一方、Sunshineは｢～を作る｣、｢～を…にする｣、「まち
がえる」の３種類の語義と１例の用例「make a mistake」のみで動詞make
を解説している。
⑷　New Horizon、Sunshineいずれの英語検定教科書も、動詞makeの文法的
なコロケーションや語彙的なコロケーション視点からの情報を加えることが望
まれる。
英語検定教科書の巻末に見られる語義に関する解説は、多くの中学生が新出
語彙、あるいは既習語彙の意味を確認する際に英語辞書の代用として必ず一覧
する。英語検定教科書においては、動詞makeが多義的な意味を持つことに中学
生が自ら気づくような具体的な用法や用例を示す工夫が不足しているが、語彙的
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コロケーションを扱っていないわけではない。中学生が模倣できるような動詞
makeの文法的、語彙的コロケーションに配慮した英語検定教科書の使用や英語
指導が望まれる。
　これまでJEFLLコーパスに見られる中学生による動詞makeの使用例と、英
語検定教科書における動詞makeの語義の解説と用例や用法を考察してきた。英
語検定教科書が提示している動詞makeの文法的、語彙的なコロケーションに関
する情報が少ないことは、中学生による動詞makeの用法が限定されていること
や誤用が見られることの１要因として関連していることが推測される。
４．中学生の英語学習者に必要な動詞makeのコロケーションの学習
本節では、中学生による動詞makeの使用例の考察と英語検定教科書に見られ
る「make＋名詞」のコロケーションの取り扱いの検討を通して、中学校の英語
教育における動詞makeのコロケーションの指導について提言していきたい。
日本のように、生きた英語に触れる機会が限定された環境で英語を学習する中
学生にとっては、英語検定教科書が彼らと英語の習得とを結びつける唯一の絆で
ある。英語検定教科書には、既知、あるいは既習語を含むコロケーションから新
出語を含むコロケーションまでを繰り返し出現させ、受容語彙としての慣習的な
表現、自然なコロケーションを学習者に提示することが必望される。あるいは、
英語検定教科書に使用されていなくとも、学習者にとって既習となる語を使った
コロケーションを授業で指導する工夫も必要であろう。
中学校新学習指導要領（第２章　第９節 外国語）の「第２　各言語の目標及
び内容等」において、「英語を理解し、英語で表現できる実践的な運用能力を養
うため、次の活動を３学年間を通して行わせる。」と実践的な運用能力の必要性
が謳われている。中学生における実践的な運用能力とは、日常生活で使える英語
表現を習得することであり、それは既知、あるいは既習語を使った慣用表現、コ
ロケーションを習得することである。
英語検定教科書に高頻度で出現する名詞（bed, breakfast, cake, diﬀerence, 
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friends, mistake, money, plan, room, speech, tea, time, tripなど）や形容詞
（busy, happy, hungry, sad, sick, special, sure, surprised, tired など）は、動
詞makeと共起可能な語彙である。これらの名詞や形容詞の単独の意味指導に留
まらず、相性の良い共起可能な動詞としてmakeが含まれることも同時に教える
ことも必要であろう。　
「make＋名詞」のコロケーションであるmake the bed「寝床を整える」、make 
a call「電話をかける」、make a change「変更する」、make a mistake「間違
いをする」、make money「お金を稼ぐ」、make a plan「計画を立てる」、 make 
room「スペースを作る・空ける」、 make a sound「音を立てる」、make a speech「ス
ピーチをする」、make tea「お茶を入れる」、make time (for)「…のために時間
を空ける」、make a trip「旅行をする」などは、高頻度で使用される語彙的コロ
ケーションであり、これらの名詞は全て中学生レベルの学習語彙でもある。また、
「room＝部屋」、「change＝変わる、変更する」という知識をもつ中学生にとって、
「make room＝スペースを作る・空ける」や「make a change＝変更する」など
のコロケーションは、語と語の組み合わせで既習・既知の語が別の品詞の働きを
し、それと共に新たな意味を持つという知識と共に、英語に対する新鮮な興味や
関心をもたらす。
「make＋形容詞」のコロケーションには、make sure「確認する」や、日常的
な感情を表現する使役的用法のmake…busy「忙しくさせる」、make… happy「嬉
しくさせる」、make…hungry「空腹にする」、make…sad「悲しませる」、make
…sick「気分を悪くさせる」、make… surprised「驚かせる」などがある。学習者に、
動詞makeの使役的用法を「make＋目的語＋形容詞／動詞／名詞｣の語順という
文法を通して理解させるだけでなく、make me happy, make me goなどの１つ
のまとまった慣用表現のコロケーションとしてそのまま理解、習得することが可
能となる。コロケーションは自然な慣用表現であると同時に、既知、あるいは既
習語の新たな用法を発見させ、語彙表現の幅を広げてくれる産物である。
　Lewis (2000: 8) が述べているように、語はそれぞれの文法パターンを持って
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おり(every word has its own grammar)、その語の文法パターンとなる特定
の共起語について知っていること ( ‘knowing a word’ involves knowing its 
grammar ‒ the patterns in which it is regularly used.) が重要である。
５．まとめ
本論では、日本人の中学生英語学習者の動詞makeの使用実態をJEFLLコー
パスの英作文を通して調査分析した。この調査から、中学生英語学習者の動詞
makeの過小使用と文法的や語彙的なパターンに偏りや多くの誤用が見られるこ
とが明らかになった。中学生英語学習者の動詞makeの使用実態は、英語検定教
科書における動詞makeの扱いと密接に関係しており、英語検定教科書のコロ
ケーションに対する配慮不足に起因すると考えられることを日本で最も採択率の
高いNew HorizonとSunshineの英語検定教科書を調査して明らかにしてきた。
このような調査分析を踏まえて、中学校での英語学習は、動詞makeのコロケー
ションだけでなく、その他の基本動詞をコロケーションの面から学習することが
必要であることを提言する。今後は、動詞make だけでなく、その他の基本動
詞do, get, have, take などのコロケーションについてもさらに研究を進めてい
きたい。
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